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研究成果概要： 
Tibet空気シャワーアレイ及び SKで観測された恒星時異方性が示唆する銀河磁場の

方向は、最近星光の偏光観測から導かれた局所銀河磁場方向と極めて良い一致を見せて

いることが判った（Frisch et al., ApJ, 760, 106, 2012 参照）。 
信州大学による長野県松代での地下ミューオン観測データを解析し、太陽時及び恒星

時異方性の長周期変動（1985-2008）を解析した。太陽活動極大期の太陽時異方性には、

太陽モジュレーションによる異方性が地球公転によるコンプトン・ゲッティング異方性に

重なって現れることが判った。このことから、太陽時異方性の高エネルギー限界が松代で

観測される1次宇宙線の平均エネルギー（600 GeV）付近に存在していることが窺える。

一方、恒星時異方性の平均振幅はチベット実験によるmulti-TeV領域の観測結果の1/3であ

り、太陽モジュレーションによる明瞭な減衰が見られる。しかしながら、松代による恒星

時異方性の変動には、太陽活動との間に明瞭な相関が見られないことが判った。このこと

は、高エネルギー銀河宇宙線が伝播する太陽圏磁場構造に関して重要な知見を与えるもの

として注目される。 

チベット実験による恒星時異方性の2次元マップを IceCube実験による結果と併せて、

南北両半球マップを作製した。観測される 1 次宇宙線のエネルギーや観測方法（空気シ

ャワーと地下ミューオン）に違いがあるので詳しい解析を待たずに結論することは出来

ないが、２実験で得られた強度分布は互いにコンシステントであることが判った。今後

両実験間で collaboration が進めば、強度分布の原因を探る上で貴重な知見が得られる可能

性がある。 
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